
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
流
行
を
繰
り
返
し

て
き
た
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ウ
イ
ル
ス
の
抗

原
性
が
大
き
く
異
な
る
。
こ
れ
ま
で
一
度
も
流
行
し

た
こ
と
が
な
い
た
め
、
誰
も
が
抵
抗
す
る
力
を
持
た

な
い
と
さ
れ
る
。
世
界
規
模
で
大
流
行
す
れ
ば
、
想

像
す
る
の
が
難
し
い
ほ
ど
の
社
会
的
被
害
が
懸
念
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
中
、
政
府
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
事
前
に
対
策
を
講

じ
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
早
期

発
見
す
る
新
た
な
技
術
に
期
待
が
高
ま
る
。

ウ
イ
ル
ス
即
検
知
小
型
高
感
度
セ
ン
サ
ー
産
総
研
が
開
発

防災の日特集
未知の危機に備えを新型インフルエンザ

流
行
の
ピ
ー
ク
抑
え
感
染
拡
大
を
防
ぐ
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
の
新
た
な
技
術
が
開
発
さ

れ
て
い
る
。
８
月

日
、
産

業
技
術
総
合
研
究
所

産
総

研

が
「
小
型
高
感
度
セ
ン

サ
ー
」
の
開
発
に
成
功
し
た

と
発
表
し
た
。
同
技
術
は
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
産
業
技
術
研
究
助
成
事
業

に
採
択
さ
れ
、
開
発
を
進
め

て
き
た
。

　
感
染
範
囲
を
広
げ
ず
、
適

切
な
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
す
る

た
め
に
も
、
感
染
者
を
素
早

く
正
確
に
特
定
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
だ
が
、
従
来
の
簡

易
検
査
方
法
「
イ
ム
ノ
ク
ロ

マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
は
低
感

度
な
た
め
誤
判
定
が
多
く
、

罹
患
者
が
通
勤
、
通
学
し
て

感
染
拡
大
を
助
長
さ
せ
る
こ

と
が
課
題
に
あ
っ
た
。

　
今
回
、
開
発
さ
れ
た
技
術

で
は
短
時
間
で
よ
り
正
確
な

判
定
が
可
能
に
な
る
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
表

面
を
構
成
す
る
主
成
分
で
あ

る
赤
血
球
凝
集
素
に
対
す
る

抗
体
を
金
ナ
ノ
粒
子
で
標
識

化
し
、
導
波
モ
ー
ド
セ
ン
サ

ー
検
出
面
に
付
着
さ
せ
る
。

反
射
し
た
光
の
角
度
や
波
長

変
化
の
光
学
特
性
を
モ
ニ
タ

ー
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ

型
、
Ｂ
型
に
加
え
、
イ
ム
ノ

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
は

識
別
で
き
な
か
っ
た
亜
種
も

判
定
で
き
る
。

　
産
総
研
電
子
光
技
術
研
究

部
門
の
粟
津
浩
一
副
研
究
部

門
長
は
「
よ
り
高
感
度
化
し

て
空
気
中
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
の
検
出
が
可
能

に
な
れ
ば
、
鶏
舎
の
換
気
扇

に
同
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、

外
か
ら
入
っ
て
き
た
ウ
イ
ル

ス
を
検
知
し
て
感
染
拡
大
を

食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
、
今
後
の
展
開
に
意

欲
を
み
せ
る
。

　
ま
た
、
セ
ン
サ
ー
内
の
チ

ッ
プ
な
ど
を
変
更
す
れ
ば
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
や
鉛
な
ど
の
重

金
属
、
工
業
溶
液
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
も
可
能
だ
。

　
２
０
０
５
年
、
政
府
は

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、

部
分
的
な
改
定
を
行
っ
て
き

た
。

年
に
メ
キ
シ
コ
で
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

Ａ
／

Ｈ
１
Ｎ
１

が
確
認
さ
れ
、

国
内
で
は
約
２
０
０
０
万
人

が
罹
患
し
た
と
推
計
さ
れ

り
か
ん

る
。
医
療
資
源
・
物
質
が
ひ

っ
迫
し
た
地
域
も
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
教
訓
に
病
原
性
の

高
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
危
険
性
の
あ
る
新
感
染
症

の
発
生
・
ま
ん
延
に
備
え
、

６
月
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計

画
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

せ
き
な
ど
の
飛
沫
感
染
、
接

ひ
ま
つ

触
感
染
を
経
路
と
し
、
甚
大

な
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す

と
さ
れ
る
。
感
染
力
、
人
の

免
疫
状
態
、
社
会
環
境
な
ど

の
要
素
に
よ
っ
て
、
流
行
規

模
は
変
化
す
る
。

　
そ
こ
で
、
行
動
計
画
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
、
一
つ
の

例
を
想
定
。
全
人
口
の

％

の
罹
患
を
想
定
す
る
と
、
医

療
機
関
を
受
診
す
る
患
者
は

約
１
３
０
０
万
人
か
ら
約
２

５
０
０
万
人
。
入
院
患
者
は

中
等
度
で
は
一
日
当
た
り
最

大

万
１
０
０
０
人
、
重
度

の
場
合
は
同

万
９
０
０
０

人
に
上
る
。
死
亡
者
は
中
等

度
で
は
最
大
約

万
人
、
重

度
の
場
合
は
同
約

万
人
と

推
計
し
た
。

　
同
行
動
計
画
に
は
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
対
策

実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
、
実
施
す
る
措
置
な
ど
を

示
し
た
。
都
道
府
県
な
ど
が

そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
計
画
を
作

成
す
る
基
準
に
な
る
事
項
を

定
め
、
感
染
症
の
特
性
を
踏

ま
え
た
対
策
の
選
択
肢
を
提

示
。
さ
ら
に
、
科
学
的
知
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
政
府

は
適
時
適
切
に
行
動
計
画
を

変
更
し
て
い
く
。

　
主
な
対
策
の
目
的
に
感
染

拡
大
を
可
能
な
限
り
抑
制

し
、
国
民
の
生
命
・
健
康
の

保
護
が
挙
げ
ら
れ
る
。
流
行

の
ピ
ー
ク
を
遅
ら
せ
る
こ
と

で
、
医
療
体
制
の
整
備
や
ワ

ク
チ
ン
製
造
の
時
間
を
確

保
。
医
療
体
制
へ
の
負
荷
を

軽
減
、
同
時
に
強
化
し
、
患

者
が
適
切
な
医
療
を
受
け
ら

れ
、
重
症
者
や
死
亡
者
数
を

少
し
で
も
減
ら
す
。

　
ま
た
、
生
活
・
経
済
へ
の

影
響
を
最
小
に
す
る
点
も
重

要
だ
。
地
域
で
の
感
染
対
策

で
欠
勤
者
を
減
ら
し
、
緊
急

時
事
業
存
続
計
画

Ｂ
Ｃ

Ｐ

の
作
成
・
実
施
に
よ
り

業
務
の
維
持
に
努
め
る
。


